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つくばリポジトリ × ○ ○
国立国会図書館の雑誌記事索引 ○ × ○
国立情報学研究所のCiNii（学協会刊行物） ○ ○ △
国立情報学研究所のJAIRO ○ ○ ×
科学技術振興機構のJ-STAGE △ △ ○
ディスカバリサービスとは何か
 「様々な情報資源を統合的に検索できるシステム」
と言われているが、これは表面的な説明
私の定義は、
 到達しうる文献に確実に到達するシステム
（本来つながっているべき文献には必ずつなぐ）
 「検索できること」に主眼があるのではなく、そのために
「つないでおくこと」に主眼がある。（仕込みが重要）
ユーザエクスペリエンス的に言うと、
 「図書館の文献を検索する」から「世界のどこかに
ある文献を探す」に変わったということ。
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認識を変える
図書館の文献 世界のどこかにある文献
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サーチエンジンとの違い
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 サーチエンジン：蓄積された情報（フラットな状態）か
ら入力された言葉に対応した情報を取り出す技術
 ディスカバリサービス：異種の情報資源から発見しや
すいように、サーチエンジン、推薦システム、ファセッ
トなどを組み合わせた技術の総称。
 探す：検索・探索する。主体は機械
 発見する：発見しやすいようにする。主体は人
ディスカバリサービスに対する感覚
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1. 期待する文献が検索結果の上位に現れない
2. 期待する文献は相当下にいかないと現れない
3. それどころか、あるはずの文献が検索結果に含まれ
ていない
4. 改めて検索結果を眺めてみると、何の検索集合な
のかわからない
5. 絞り込み機能を使っても、絞り込まれている感じがし
ない
6. そのうち、どこを検索しているのかわからなくなる
7. 不信感を持ちはじめ、使うのをやめる
欠点か、可能性か？
 現在のディスカバリサービスは膨大な数の結果が
表示され、絞り込み機能でも手に負えない感じ。
 「検索システム」の範疇を超えている。
 方向性１：検索方向
ディスカバリサービスのための新しい表示技術や文
献活用方法を提案すべきである。
 方向性２：知識活用方向
様々なアプリケーションの中に組み込んでいく。
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まとめ
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 ディスカバリサービスは電子サービスの主流にな
るだろう。
 進む方向はディスカバリサービス以外ないだろう
 しかし、現時点で導入すべきかどうかはケースバ
イケース
 導入したからといって、全てがハッピーになるわけ
ではない
 現時点では、あくまで一つのツールにすぎないこ
とを認識すべき

